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ま え が き 
 

一般社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及び利用

者の参加を得て、各種の電波利用システムに関する無線設備の標準的な仕様等の基本的な要件を「標準規

格」として策定している。 

「技術資料」は、国が定める技術基準と民間の任意基準を取りまとめて策定される標準規格を踏まえて、

無線設備、放送設備の適正品質、互換性の確保等を図るため、当該設備に関する測定法、解説、運用上の

留意事項等を具体的に定めたものである。 

 

本技術資料は、地上デジタルテレビジョン放送の放送局での運用及び地上デジタルテレビジョン放送受

信機の機能仕様について策定されたもので、策定段階における公正性及び透明性を確保するため、内外無

差別に広く無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及び利用者の利害関係者の参

加を得た当会の規格会議の総意により策定されたものである。 

 

本技術資料が、無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及び利用者に積極的に

活用されることを希望する。 
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コンテンツ保護規定 
 

 

 

 
 



 

 



 

 

コンテンツ保護を実現する全体システムの基本的考え方 

 

 
地上デジタルテレビジョン放送におけるコンテンツ保護を実現するためには、放送送出信号及び

受信機機能に関する規定の他、受信機と記録装置やその他の受信機周辺機器とを接続するためのイ

ンタフェース及び記録媒体等の条件についても規定される必要がある。すなわち、受信機が受信し

た信号（コンテンツ）が伝送あるいは記録される過程において権利保護がなされるためには、受信

機以外の機器を含む機器間のインタフェースや記録媒体への記録等に対しても、放送局より送出さ

れたコンテンツの保護に係る情報が反映されなければならない。 

本編では、地上デジタル受信機に実装されている当該受信機でのみ再生が可能な蓄積機能、高速

デジタルインタフェース等も含めた、全体システムとしてのコンテンツ保護を実現するための放送

送出信号及び受信機機能について規定している。 

また、部分受信階層で伝送される無料番組は、放送波においてコンテンツを保護するためのスク

ランブル方式を適用していない。受信機でも異なる扱いが必要となるため、第二部として独立させ、

明確に記述することとした。 

本編における規定の考え方については、第 5 章の受信機に対する機能要件を参照のこと。 
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